
 

 

日本技術士会近畿本部・日本弁理士会関西会 連携企画 

弁理士による技術士のための知的財産講演会 
 

テーマ：中小企業支援をする際に技術士が知的財産関連で注意すべきこと 

 

主催：日本技術士会近畿本部 

 

公益社団法人日本技術士会近畿本部と日本弁理士会関西会は、科学技術、経済、産業、教育等の分野で地

域の発展と人材の育成への貢献を目的とした包括的連携協定を締結いたしました。技術士・弁理士連携のも

と、様々な活動を展開するべく企画を進めて参ります。 

さて、このたび、日本弁理士会関西会ご協力のもと、下記のとおり知的財産講演会を開催致します。 

皆さまふるってのご参加を心よりお待ち申し上げております。 

 

日 時  令和5年10月14日（土）14：00～16：50 
 
参加費  講演会：会員・協賛団体（1口につき1名）1,000円、非会員1,500円  

        ※ 会場参加の方は、参加費は会場でお支払いください 

        ※ WEB参加の方は、年会費と一括徴収です 

     懇親会：4,000円 
 
定 員  会場120名、Web配信200名（先着順）  

※ WEB配信あり：会員限定で配信します。 

        ※  協賛団体、非会員の方は会場にお越し下さい。 
 
会 場  大阪科学技術センター 8階 中ホール（懇親会場：7階レストラン）           
 
内 容     

  開会挨拶 公益社団法人日本技術士会 近畿本部 本部長 田岡 直規        14:00～14:05 
   
  1. ご講演① 「国内外の特許出願と注意点」（仮）               14:05～14:55 

     講  師 弁理士法人イノベンティア  弁理士 川上 桂子 氏 

     質疑応答                                14:55～15:20 
 

休 憩 
 
  2. ご講演② 「化学特許に関するトピックス」（仮）              15:30～16:20 

     講  師 弁理士法人タス・マイスター 大阪オフィス 弁理士 八木 敏安 氏 

     質疑応答                                16:20～16:45 
 
  3. 閉会挨拶 公益社団法人日本技術士会 近畿本部               16:45～16:50 

 

  4. 懇親会（場所：7階レストラン）                              17:00～19:00 
 
申込期限 令和5年10月11日（火）  
 
申込み先 以下ホームページからお申込みください。 

会員・協賛団体区分の方：Pe-CPDコーナー「技術士CPD行事申込一覧（新システム）」 

協賛団体・非会員の方：「https://forms.office.com/r/F5XRYg9UCA」 

 

問合せ先 公益社団法人日本技術士会近畿本部 事務局 TEL：06-6444-3722 E-mail：pe@ipej-knk.jp 

https://www.engineer.or.jp/kaiin/password/cpdevent/cpdeventlist.php
https://forms.office.com/r/F5XRYg9UCA
mailto:pe@ipej-knk.jp


 

 

 

講 演 概 要 

 

 ご講演① 「国内外の特許出願と注意点」（仮）                

       講  師 弁理士法人イノベンティア  弁理士 川上 桂子 氏 

 

１．国内特許について 

(1)特許出願を検討するタイミング 

(2)出願～特許までの手続きの流れと注意点 

(3)出願～特許までの大まかな費用感と、中小・スタートアップ企業向けの支援施策 
  

２．外国特許について 

(1)外国出願とは？「国際特許」「世界特許」はありません。 

(2)出願する国をどうやって決めるか 

(3)外国出願の方法と注意点 

(4)特有の制度がある国の例と注意点 
 

３．一般的な注意点 

(1)「発明者」が誰か 

(2)技術士が技術支援をする際の知的財産の取り扱いに関する「契約書」 

 

 

ご講演② 「化学特許に関するトピックス」（仮）               

      講  師 弁理士法人タス・マイスター 大阪オフィス 弁理士 八木 敏安 氏 

 

   １. 化学の特許の特徴 
 

   ２. 知財の業務 
 

   ３. 化学特許の特徴(権利取得について) 

    (1)特徴１ 実験結果の説明について 

    (2)特徴２ 製造方法が重要。「物」と「製造方法」との関係を十分に理解しておく必要がある 

    (3)特徴３ 方法特許になってしまう場合が多い 

    (4)特徴４ 化合物特許が強い 

    (5)特徴５ 他社との関係について 
 

  ４. 他社特許への対応について 
 

   ５. 他社が特許を侵害した場合への対応 

 

   


